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農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

連携による地域再生

新年明けましておめでとうございます。

食農連携や農商工連携の仕事で各地を訪ねると，勇気付けられることが多い。まず驚く

のは各地の中小企業の経営者の方々が食のあり方に強い問題意識を持ち，農林漁業の行く

末に強い危機感を抱いていることである。石川県の金沢では臨床検査・調剤薬局を事業展

開している会社が中心となって地元の企業に働きかけ，『食べる』というフリーペーパー

(月刊)を昨年創刊した。内容は地元の食材の紹介，農業生産者や老舗酒造メーカーの紹介

など地域の食文化を再発見し地産地消を進めようとする意欲が伝わるものとなっている。

フリーペーパー発刊の牽引役を果たした会社会長は「このままでは地域の農業の担い手が

いなくなる。農業が元気でないと地域経済も元気にならない。食と農が地域経済活性化の

キーワードだ」と，発刊の思いを語っていた。

岐阜県恵那で栗きんとんなどを製造販売している菓子工房の社長は，15年ほど前に栗の

産地をそれまでの他県産・中国産から地元産の栗に切り替え，消滅寸前の恵那栗を危機か

ら救った。若いときに東京で食べた栗きんとんの味が子どもの頃に食べた恵那産栗きんと

んとは全く違うのに驚き，その後10数年前に家業を継いだときに，恵那栗の復活に取り組

み始めた。地元の生産者に働きかけ栗の生産を説得し，また，品質の向上も促した。当初

10トン程度の生産量が今は150トンに拡大した。現地を訪問したとき出荷場の様子も拝見

したが，軽トラックで栗を運び，JAの集荷場で選別をする生産者の表情が明るく元気な

ことが強く印象に残っている。地場産の栗の活用が地域経済に活気を取り戻したのである。

乾燥・殺菌・凍結などの新技術が農漁業に希望を与える事例もある。筆者が訪問したの

は100年に１回あるかないかの革新的な凍結技術を開発した企業である。食材を急速凍結

することで細胞を破壊せずに凍結・解凍が可能であり，食味も風味も損なわれない。実際

にこの技術で凍結保存していた７年前の米を試食したが，新米と全く変わらない風味があ

り，おいしかった。この技術は臓器保存などの医療分野にも応用されているといわれ，そ

の技術レベルの高さと革新性に驚いたが，筆者が感銘を受けたのは，社長の考え方であっ

た。社長は地方の疲弊に心を痛めており，この技術を活用して農漁業を活性化したいとい

う強い信念を持っている。食材の産地で凍結加工し，食材を商品化するによって，従来は

流通・小売業に落ちていた利益を産地に残し，地方の活性化につなげたいという。この凍

結技術は島根県の海士町や鹿児島県の宇検村に導入されており，離島の漁業者の所得向上，

地元の雇用創出に役立っている。

食農連携や農商工連携の根底には“地域を活性化する”という確固とした理念を関係者

全員が共有することが大切である。共通の理念をもつことで利害対立の壁を乗り越えるこ

ともできる。また，このような連携は，農漁業生産者にとってはこれまでのように生産物

を食材として市場出荷するだけの関わり方から，異業種と協力することで「食材」を「商

品」として消費者に届けるという一連の仕組みや関係の構築に参画することで，生産者と

しての主体性を回復する契機となろう。地域の再生のために今，連携が求められている。

（（株）農林中金総合研究所 常務取締役　鈴木利徳・すずきとしのり）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2008年12月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・「農商工連携」をどうとらえるか

――地域の活性化と自立に活かす視点――

・交流・グリーンツーリズムの変遷と今後の課題

――地域再生の視点から――

・補助拡大に向かう中国の農業政策

・牛乳，乳製品市場の動向と日本の酪農の課題

・認定農業者数の増加と農協の農業貸出の変化

・コウノトリ育む安心・安全なお米作りに取り組む

JAたじま

――兵庫県但馬地方――

・規模拡大した酪農家が直面する経営環境の悪化

【協同組合】

・農商工連携と農協

――連携を育てるために――

・平成20年度第１回農協信用事業動向調査結果

・青年部の観光農園

――JAかみつが 西方青年部（栃木県）――

・農家組合の活性化に積極的に取り組む

JA松本ハイランド

【組合金融】

・2007年度の農協金融の回顧

【国内経済金融】

・高齢者向け金融サービスを考える

・住宅ローンを取り巻く最近の動き

・福岡銀行のバリアフリーへの取組みと店舗戦略

・改善しなかった中小企業の景況感

・消費者心理の悪化と消費への影響

【海外経済金融】

・金融政策の国際協調と欧州中央銀行

・米国発金融危機に影響された大手金融グループの

中間決算

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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